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高
知
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
招
へ
い

変
動
帯
の
地
形
・
地
質
・
防
災
対
策

２
０
２
３
年
12
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
の
７
日
間
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
地
質
工
学
部

長
率
い
る
学
生
・
若
手
教
員
ら
10
名
（
日
本
語
専
攻

の
学
生
２
名
含
む
）
を
招
へ
い
し
、
巨
大
地
震
発
生

帯
の
地
形
・
地
質
・
文
化
・
防
災
対
策
を
共
に
考
え

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
震
・
津
波
・
風
水
害
と
い
っ
た
自
然
災
害
被
害

を
度
々
受
け
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
は
、
自

然
災
害
に
強
い
地
域
創
生
が
共
通
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
本
事
業
で
は
、
共
通
の
課
題
を
も

ち
つ
つ
も
、
文
化
・
気
候
・
社
会
構
造
が
異
な
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
手
人
材
を
招
へ
い
し
、
海
溝
型
巨

大
地
震
で
作
り
出
さ
れ
た
隆
起
・
沈
降
地
域
の
野
外

巡
検
を
実
施
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
と
共
同
で
運
営

す
る
世
界
３
大
深
海
科
学
掘
削
試
料
保
管
施
設
で
の

視
察
・
実
習
を
行
い
、
「
地
震
発
生
帯
掘
削
の
成

果
」
や
「
変
動
帯
に
生
き
る
」
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
・
議
論
し
ま
し
た
。

高
知
大
学
で
は
、
室
戸
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
ラ
ボ
を
設
置
、
ジ
オ

パ
ー
ク
専
門
員
を
客
員
講
師
と
し
て
招
へ
い
、
地
域

と
密
接
に
連
携
し
た
実
践
的
防
災
教
育
・
持
続
可
能

地
域
創
生
支
援
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
初
日

の
海
洋
コ
ア
国
際
研
究
所
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
後
は
室
戸
市
に
移
動
し
、
隆
起
域
で
の
地
形
・

地
質
・
文
化
サ
イ
ト
や
津
波
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
等
を

視
察
、
県
立
室
戸
高
校
で
は
、
次
世
代
を
担
う
両
国

の
若
手
人
材
が
双
方
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
活
動
を
紹

介
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
学
生
同
士
の
友

好
関
係
が
築
か
れ
ま
し
た
。

中
４
日
目
に
は
、
午
前
中
海
洋
コ
ア
国
際
研
究
所

で
深
海
科
学
掘
削
の
歴
史
や
掘
削
試
料
の
保
管
・
分

析
に
特
化
し
た
施
設
・
設
備
を
紹
介
、
基
礎
的
な
試

料
観
察
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
後
は
「
地
震
発

生
帯
掘
削
の
成
果
」
「
変
動
帯
に
生
き
る
」
と
題
し

た
２
件
の
外
部
講
師
講
演
が
あ
り
、
闊
達
な
議
論
・

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、
高
知
中
央
部
の
久
礼
・
佐
川
町
・
高
知

市
で
沈
降
地
域
の
地
形
や
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
視

察
、
多
様
性
に
富
ん
だ
地
質
と
石
灰
岩
地
や
蛇
紋
岩

地
の
特
異
植
生
を
、
佐
川
地
質
館
や
牧
野
植
物
園
、

高
知
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
で
解
説

し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
櫻
井
克
年
学
長
お
よ
び
受
田
浩
之
理

事
（
い
ず
れ
も
当
時
）
を
交
え
て
両
大
学
の
今
後
の

国
際
連
携
強
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
櫻
井

学
長
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
が
参
加
者
一
人
一
人

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

今
回
の
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
参

加
の
様
子
は
、
招
へ
い
者
ら
が
帰
国
し
て
間
も
な
く
、

パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
圏
の
食
生
活
や
文
化
に
戸
惑
い
な
が
ら

始
め
た
招
へ
い
事
業
で
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気

遣
い
で
十
分
だ
と
い
う
こ
と
や
親
日
的
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
、
国
際
交
流
推
進
に
際
し
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
本
事
業
推
進
に
は
理
工
学
部
・
理
工

学
専
攻
・
人
文
社
会
科
学
部
の
学
生
が
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
堂
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
若
手
学
生
の
将
来
性
を
感
じ
ま
し
た
。
協
力
者
の

一
人
は
掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」
に
お
け
る
研
究
支
援

員
と
し
て
の
就
職
が
決
ま
り
、
早
速
こ
の
秋
（
２
０

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
395
回

＝
特
別
連
載
＝

岩井	雅夫
（高知大学
海洋コア国際研究所
教授）
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■
将
来
の
課
題
と
展
望

海
洋
研
究
開
発
機
構
高
知
コ
ア
研
究
所
と
高
知
大

学
海
洋
コ
ア
国
際
研
究
所
が
共
同
運
営
す
る
高
知
コ

ア
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｄ
Ｐ
世

界
３
大
コ
ア
保
管
施
設
の
一
つ
で
あ
り
、
黒
潮
圏
を

含
む
西
太
平
洋

－

イ
ン
ド
洋
の
コ
ア
を
保
管
す
る
世

界
唯
一
の
施
設
で
す
。
２
０
２
５
年
以
降
米
国
の
掘

削
船
が
退
役
す
る
こ
と
か
ら
、
日
欧
主
導
の
国
際
体

制
が
し
か
れ
、
保
管
試
料
の
有
効
活
用
が
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。

温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
が
続
く
中
、
よ
り
温
暖

で
あ
っ
た
時
代
の
海
洋
コ
ア
研
究
が
重
要
と
考
え
、

保
管
コ
ア
や
陸
上
踏
査
・
掘
削
を
駆
使
し
た
国
際
共

同
研
究
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
準
備
に
入
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
を
分
断
し
熱

を
溜
め
る
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
巨
大
地
震
を
引

き
起
こ
す
地
殻
変
動
と
、
そ
れ
に
伴
う
大
気
海
洋
循

環
の
変
遷
を
ひ
も
解
く
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
高
知
大
学
で
は
農
学
分
野
で
の
連
携
が
中
心
で

し
た
が
、
今
後
は
Ｍ
９
ク

ラ
ス
の
地
震
を
共
に
経
験

し
、
自
然
災
害
に
向
き
合

い
つ
つ
持
続
可
能
な
地
域

を
作
る
上
で
共
通
の
目
的

意
識
を
共
有
で
き
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
、
地
球
科
学

分
野
で
の
国
際
共
同
研
究

推
進
と
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に

し
た
文
理
融
合
の
学
術
・

人
材
交
流
強
化
に
も
力
を

注
い
で
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

国
際
学
術
学
生
交
流
活

性
化
で
、
地
元
の
人
と
の

文
化
的
交
流
も
進
み
、
相

互
に
尊
重
し
あ
え
る
関
係

が
構
築
で
き
れ
ば
、
地
方

都
市
で
の
外
国
人
移
住
者

受
け
入
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
、
持
続
可
能
な
地

域
・
国
際
連
携
に
貢
献
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
方
大
学
の
国
際
対

応
能
力
は
未
熟
な
面
も
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う

な
経
験
を
積
み
重
ね
、
高

知
大
学
が
目
指
す
、
地
域

に
根
差
し
つ
つ
地
域
か
ら

世
界
へ
情
報
発
信
で
き
る
、

ス
ー
パ
ー
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
一
役
買
い
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

２
４
年
９
月
）
か
ら
は
国
際
共
同
研
究
の
現
場
で
多

く
の
海
外
研
究
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

実
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
学
間
の
学
術
交
流
協
定
今
夏
提
携
に
向

け
、
学
内
手
続
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
以
前
、

国
際
深
海
科
学
掘
削
計
画
（
Ｉ
Ｏ
Ｄ
Ｐ
）
航
海
前
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
高
知
で
実
施
し
た
際
に
受
講
し
て
い

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
（
当
時
、
秋
田
大
学
大

学
院
）
が
、
現
在
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
に
職
を
得

て
お
り
、
保
管
コ
ア
試
料
を
活
用
し
た
国
際
共
同
研

究
立
案
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｓ
外
国
人
招
へ
い
（
短
期
）
、
本
事
業
を
発
展
さ
せ

る
Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
Ｂ

共
同
研
究
活
動
コ
ー
ス
」
も
、
自
然
災
害
に
関
連
す

る
共
同
利
用
研
究
集
会
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て

申
請
、
吉
報
待
ち
で
す
。

世界最大級磁気シールドルーム見学 室戸の隆起変動地形（海成段丘）観察

櫻井学長（後列左から５人目）と受田副学長
（同６人目）（いずれも当時）との集合写真 顕微鏡観察用簡易スライド作成実習




